
 株式会社ネットプロテクションズホールディングス 

 2025年3月期　第１四半期決算説明 

 2024年8月14日 

 ※こちらは本編のみの書き起こしとなります。 

 質疑応答については後日開示いたします。 



みなさま、こんにちは。ネットプロテクションズホールディングス・CEO柴田でご
ざいます。
2025年３月期 第１四半期の決算説明をはじめさせて頂きます。



アジェンダはご覧のとおりとなります。

最初に業績好調にともなう上方修正についてご報告差し上げ、その後に業績の詳細
を説明いたします。





前回発表の業績予想では、ある程度保守的に設計しておりました。
それもあり、上期は赤字予想でしたが、与信の改善やコストコントロールの徹底に
より、第1四半期で既に黒字を計上、大幅な計画超過となっております。

上期の営業利益は3億円を超える見込みで、通期でも業績の上振れが確実視されるた
め、上方修正いたします。



こちらが修正内容となります。

GMV・営業収益は計画どおりのため据え置きとし、段階利益を上方修正しています。
考え方ですが、第1四半期の計画比の上振れを、そのまま上乗せしたものとなります。

第2四半期以降も利益計画の達成に自信を持っておりますが、
新しい取組みである延滞事務手数料の徴収が始まったばかりですので、
その影響が検証できましたら、必要に応じて追加のご案内ができればと考えており
ます。



この度の黒字転換は計画的に取組んでおり、また今後も発展性の高いものとなりま
す。

当社サービスはすべてのサービスにポテンシャルがあることから、上場直後はマー
ケティングや営業人員を中心に先行投資を進めてまいりました。一時的に売上と販
管費のバランスは崩れましたが、この１年間で最適化できています。

具体的には、営業体制を強化したことで、今まで外注していた業務を社内で完結で
きるようになっています。また、マーケティングについても知見がたまり、ROIが高
まってきています。合わせて、当社の強みである与信にさらなる磨きをかけ、原価
抑制を進めてきました。
結果、今期については第1四半期から黒字転換しています。

また、７月１日からNP後払いで大きな営業収益の向上が見込まれる延滞事務手数料
をリリースし、計画通りに運用できております。第2四半期以降はその効果も期待で
きる状況です。

今後は利益をしっかり意識しつつ、あらためて売上成長に向けたサービス拡大にも
注力していきます。
そして、戦略を確実に進めていくことで、企業価値を高めていきたいと考えていま
す。



とりわけ与信コントロールが収益性の安定・向上に重要となるため、注力していま
す。

サービスによって加盟店・ユーザーが異なるため取組は個別に走らせますが、
効果が良かった施策は他サービスにも応用し取り入れることで、効率的に与信改善
を進めることができます。

また与信を厳格にし過ぎると、与信通過率が下がりGMVに影響を及ぼすため、
当社では、定期的に与信のチューニングを行うように心がけています。

以上のように各サービスに適した与信改善とチューニングを推進しているため、今
後も低い未払い率を維持しつつGMVの拡大ができるものと考えます。



全社の業績ハイライトはＣＦＯの渡邉からご説明差し上げます。



先ほどもご説明しましたが、営業利益は前年同期比で6億円ジャンプアップし、2.7億
円と黒字転換しています。

サービス別に見ますと、atoneのGMVは＋34％と力強く成長しています。
ECでの新規加盟店の獲得、既存店の取引増加がともに好調でして、良いサイクルに
入ってきました。

NP後払いはキャッシュ・カウのビジネスとして売上総利益を重要指標に据えており
ますが、第1四半期も与信コントロールが上手くいき、前年同期比で26％増の結果と
なりました。

NP掛け払いは引き続き好調を維持しています。
昨年から引き続き求人広告の取引が牽引していますが、加えて食品卸の取引も伸長
し、GMVは30％成長となります。



業績サマリーとなります。

全社のGMV・営業収益は計画どおり、段階利益は計画比を大きく上回る進捗となり
ます。

主にBtoCサービスの与信改善により、原価が抑制され、売上総利益は前年同期比で
25％近い積み上げが出来ております。
加えて、販管費は効率的に運用できているため、結果として、営業利益は計画費で
大幅な上振れとなりました。

第1四半期で利益計画の50％を超える進捗ですので、先の通り、上方修正させて頂き
ました。


